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植物硏究雜誌第十三卷第十二號 


P- 488 (1846) — Mxquel , Prol.FJ. Jap. p. 361(1866-1867) — Franchet et Savatier , 
Enum. PI. Jap. I, p. 350 (1874)— J. D. Hooker , FI. Brit. Ind. IV, 294 (1885). 

Nom. Jap. Hurasaba-so (nom. nov.) 

Hab. Kyusyu : Prov. Hizen; Nagasaki (Z. Tashiro , Mai.1, 1911) 

(奥山春季 S . Okuyama ) 

o があべらノ帶化 

昨年夏知人ガー束ノ Gerbera aurantiaca Sea . Bip . (あかばな.せんぼんや！？）ヲ花屋力 
ラ買ツテ來夕。其中ノー本ハ寫眞ノ通リ根生花梗、卽チ着、卽チ scape ノ尖祿二 3 個ノ頚 
狀花ヲ著ケ‘テ居タノデ、友人额田敏氏二撮影シテ賞ツタノガ此寫眞デアル0—本ノ葶上二、 
3個ノ花ヲ著ゲタノデハナイ。があべらノ、•菊科デアルカラ、頭狀花ガ .3 ツ出來タノデアル。 



たんぽ乂 ノ寧ガ帶化シテ、多數ノ花ヲ着ケルコトノ、珍ラシク ハナイ ガ、此場合ハ帶化シク 
樣ニ ハ見ェ ナイ。 證據 ハナイ ガ、3本ノ 葶ガ瘃 合シタ樣二思 ハ レ ル。兎二角一現象トシテ 
記錄シテオク〇尤モ、帶化モ、癒合モ結局同ー ナリ ト云フ見解二從へバ、ソレ迄デアル。要 
スル ニ、 畸形ノ理論ハ仲々六ケ敷イカラ、夸實ヲ事實 トシ テ記錄シテ置ク ヨリ 仕方ガナイ。 
下ラ ナイ 事 ダト 卑下シテ仕舞へバソレ迄ノ事 ダガ、 其レヨリモ事實ヲ澤山記錄シテ將來理. 
論グ、ケ ル 材料' ニ スルノモ ーッノ手デ アル， 卜思 7 。ソレニ ハ、 色々 ナ 條件ヲモ併 セテ. 記錄シ 
ナケレバナラ ナイ ガ、畸形ハ多クノ場合其現象ガ現レテ初メテ目ニックノデ、ド，ウニモナラ 
ナイ。. （久內淸孝） 


〇白花かたくり 

かたくり {Erythronium japonicum Makino ) ノ中二、白花ヲ咲カセルモノガアルコト 
.ハ、' 秋田縣北秋田郡ノ 某所二古クヨリ 知 ラレ、 コレ ガ 風邪 ノ熱サマシニナルコトガ傳ヘラ 
i レテ ヰ ル〇 

筆者ハ昭和 8 年 4 月 二 北秋田郡大葛村二、純白色ノモノト白紫色ノモノト數株ヲ得夕。 
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花被二斑點無キくるまゆり〔松田） 933 


又同郡ノ田代岳=昭和10年5月二純白色ノモノ唯1株ヲ採集ジタ。觀察ノ結果、正常ノ 
モノノ葯ハ紫紅色デ、同色ノ花扮ヲ出スモノデアルガ、コノ白色系統ノ花被ノ品デ ハ、 葯 
ハ 淡黄色デ同色ノ花-粉' ヲ 出スコ トヲ知ルニ至ツタ。 

東北博物 界第 6號24頁へ 岩 谷喜 代 次氏ガ北海道日高種馬牧場二1株ヲ得タルコトヲ 
報ジ、蔽ノ色ニツイテハ何トモ述べテ4ナイガ、筆者ハ多分淡黃色デハナカツタカト想像 
シテ 4ル 0 

花被ノ純白色又ハ白紫色ナルコトト、葯ノ淡黄色ナル點ヨリシテ、變種 トスべ キモノデ 
ハナイカト思フ。 （松田孫治） 

〇花被二斑點無キくるまゆリ 

井上薰氏ガ「富士に產する珍植物（實際園藝、昭和12年4月號、 544-5 頁）」二、「富 

士〇クル マユリ は二合目邊に點々自生して居るが、このクル マユリ の特色とする點は、花瓣 
に斑點の皆無な點で、他の地方産の同種は花瓣に皆茶褐色の斑點を有するのである。この 
點は特に異なる所である。」卜記述シテ居ル 0 花被ノ中下部内面二斑點ノ無キモノこ武田久 
吉博士ハ 、 forma immaculatum Takeda (高山植物圖彙圖解、69頁、昭和8年6月）卜 
命名 サレ テ居 ル。 同博士ハ別二 其 產地ヲ述べ テ 居 ラナイガ、 筆者ガ羽後森吉山 （1454 m ) ノ 
700 m 附近ノ路傍ニコ ノ型ノモノヲ得テ居 ル トコロカラスルト、 くるまゆりノ產 スル 所二 
ハ 稀二見 出サレル モノデアラウ ト思フ0 

尙森吉山ニハ全然斑點ヲ缺クモ ノノ 他二、甚ダシク少數ヲ有スル モノ、 反對二密布シテ 
一面 トナリタル モノガ、 普通型ノ中二混在シテ居ル 0 斑點ノ無キモノヲ品種トス べキモノ 
ナリトスレバ、 未ダ和名ガ無イ樣デアルカラふ叙し《る致ゆ9トデ、モシテハドウ カ ト思 フ。 

. (松卩 e 孫治） 

〇ぬぶ9ほつめくさ 

樺太、ヌフ。リポ山頂デ採集サレ、 Aren aria ca/nillaris Poik . var . glanchdosa Fexzl ノ 
學名デ樺太植物誌73頁(1915)二發表サレタ植物デアルガ、果實ヲ檢スルト Jrenaria デ 
ハナク、 Minuartia arct.ica ( Steven ) Ascherson et Graebneb -外ナラ ナイ。大井氏ハ 
植物分類地理5卷148頁 （1936) デ、见 arctica 二對シえぞたかねつめくさノ新和名ヲ 
下 サレ タガ、若シ和名ニモ優先權ヲ1?■メルナラバ、ぬぶ！9ぽつめくさヲ用ヒネバナラナイ。 
本種ハ樺太ノ高山ニハ可成リ廣ク分布シテキル 0 

尙樺太ノ 高山=ハからふとつめくさ (Arermria capillar is Poiret ) ヲ產シ ■、 コレ ハ眞ノ 
A/rmaria _ デ Minuartiif デハナイ。 1 (原 寬） 
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